
県立高等学校重点校制度に係る成果報告書 

学校名     倉吉西高等学校 

重点項目 大学進学 提出日 令和４年５月９日 

 

１ 学校目標 

 校訓である「立志」の精神に基づき、自らの志（使命感）を明確に持ち、将来、地域貢献及び社会貢献ので

きる心豊かな人財を育成する。 

２ 重点項目に係る目標・成果 

目標 成果 

高い志の実現に向けた、学ぶ意欲の向上 

・興味関心を基にした、将来実現したい進路目標を設

定することにより、主体的に学ぶ姿勢を涵養すると

ともに、社会的問題の解決に向けて必要となる確か

な学力を育成する。 

・授業をとおして論理的思考力、表現力、コミュニケ

ーション能力を高める。 

 

＜数値目標＞ 

・家庭学習時間 

Ｓ１：２時間以上の生徒が継続して７０％以上 

Ｓ２：２時間半以上の生徒が継続して７０％以上 

Ｓ３：県総体後５時間以上の生徒が５０％以上  

・Ｓ３の進学実績 

大学入学共通テスト５２０点以上（９００点満点）

の生徒が２４名以上 

大学入学共通テストを利用した国公立大学現役合格

者（学校推薦型選抜、総合型選抜、一般選抜）２４名

以上 

 

・Google Workspace for Education等を活用した授

業改善を各教科で進めたことにより、主体的に学

習に取り組む生徒の育成につなげている。 

 

・各教科で研究授業を推進し、発問の工夫やICTの

活用をとおして、対話や探究を深める授業を実践

している。 

＜数値結果＞ 

・家庭学習時間調査 

Ｓ１：４５．９％ 考査前のみ目標達成 

Ｓ２：５５．０％ 考査前のみ目標達成 

Ｓ３：４０．３％ ９月以降目標達成  

・Ｓ３の進学実績 

大学入学共通テスト５２０点以上（９００点満

点）の生徒：７名 目標未達成 

大学入学共通テストを利用した国公立現役合

格者：２８名（国公立大学現役合格者：３１名） 

３ 実施事業 

【高等学校課事業】なし 

【独自事業】 

・学校独自オープンキャンパス（鳥取大学、公立鳥取環境大学、島根大学） 

 地元大学・近隣大学を訪問する。 

・卒業生による進路講演会 

 卒業生を講師として招聘し進路開拓の体験談を聞く。 

・パイオニアホーム独自事業 

 公立鳥取環境大学の英語村、英字新聞を活用して読解力・表現力を養成する。 

・進路アドバイザーによる進路開拓研究会 

元大学教授を講師として招聘し進路選択に係る教員の指導力の向上に繋げる。 

・鳥取大学教授による進路講演会（生徒、保護者対象）の開催 

 鳥取大学教授を講師として大学で学ぶ意義等に係る理解を深める講演会を実施。 

様式２ 



４ 総合所見（成果・評価） 

・ICTを授業で効果的に活用することで、生徒の思考力や判断力の育成に努めたことが、生徒たちの進路実現

に繋がっている。 

・家庭学習時間が低学年で不十分であり、低学年における指導が学校としての課題である。 

・総合型選抜及び学校推薦型選抜を活用した進学指導については、チャレンジグループ活動との関連性を含

めて検討が必要であり、生徒の多様な進路志望に対応できる仕組み作りが必要。 

・国公立大学後期日程試験まで粘る生徒が着実に育っており、最後に成績が向上する傾向が窺える。 

・進路指導におけるミスマッチはほとんどなく、教員と生徒の面談やチャレンジグループ活動の一定の成果

が見受けられる。 

※枚数任意 


